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令和５年 第6回（9月）
議会定例会

９月５日～１４日(10日間)

提出議案等は１９件
町長提出議案…… 18件
議員提出議案………1件
すべて原案通り全員賛
成で可決しました。
この中から主なものを
ピックアップして紹介し
ます。

　

改
築
事
業
費
総
額
15
億
6
0
0
万
円
の
う
ち
、

地
盤
改
良
工
事
な
ど
の
今
年
度
事
業
費
と
し
て
、

5
千
6
0
0
万
円
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
残
り

14
億
5
千
万
円
を
令
和
6
年
度
の
債
務
負
担
行
為
と

し
て
設
定
し
ま
す
。

　
財
源
は
、
国
庫
補
助
金
1
／
2
、
残
り
が
町
債
と

な
り
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
役
場
横
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
、

緑
の
健
康
広
場
と
一
体
的
に
全
面
天
然
芝

広
場
に
改
修
す
る
工
事
に
対
し
て
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
廃
材
撤
去
費
用
等
が
追
加
発

生
し
た
為
の
補
正
。
改
修
工
事
の
総
額
予

算
は
１
８
２
４
万
５
千
円
と
な
る
。

 

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。
町
民
に

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
方
法
や

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
検
討
も
必
要
で
は
な
い
か

 

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
川
北
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
自
由
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
、
さ
ら
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

 

管
理
は
ど
う
す
る
の
か

 

業
者
委
託
契
約
の
中
で
管
理
し
ま
す
。

緑
の
健
康
広
場
改
修
に追加

補
正

サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田改

築
ス
タ
ー
ト

7
2
4
万
5
千
円

 

当
初
計
画
で
は
駐
車
場
部
分
に
集
会
所
を
建
設
予
定

で
あ
っ
た
が
、
集
会
室
に
変
更
に
な
っ
た
理
由
は

 
昨
今
の
資
材
高
騰
に
よ
り
予
算
が
膨
ら
み
、
事
業
費

を
抑
え
る
為
、
単
価
の
見
直
し
や
一
部
内
容
を
変
更
し

ま
し
た
。

 

集
会
室
の
広
さ
と
活
用
法
は

 

２
部
屋
分
を
合
わ
せ
た
約
１
６
０
㎡
で
、
サ
ン
ハ
イ

ム
三
反
田
入
居
者
と
け
や
き
タ
ウ
ン
住
民
が
、
使
用
で

き
ま
す
。

 

家
賃
の
算
定
根
拠
は

 

近
隣
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
や
当
町
の
サ
ン
ハ
イ
ム
の

家
賃
等
を
参
考
に
算
定
し
ま
し
た
。

概要概要
〇鉄筋コンクリート３階建て(西棟は２階建て)〇鉄筋コンクリート３階建て(西棟は２階建て)
〇部屋数：３８戸(2LDK 30戸、3LDK 8戸)〇部屋数：３８戸(2LDK 30戸、3LDK 8戸)
〇家賃（案）：2LDK:５万円/月、3LDK:６万円/月〇家賃（案）：2LDK:５万円/月、3LDK:６万円/月

役場横 テニスコート役場横 テニスコート

〇駐車台数：８５台(１世帯２台、来客用９台)〇駐車台数：８５台(１世帯２台、来客用９台)
〇集会室 西棟１階の南側に配置〇集会室 西棟１階の南側に配置
〇西棟屋上は一時避難エリアとして利用可能〇西棟屋上は一時避難エリアとして利用可能

補正予算

補正予算
9月議会
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「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
」
が
令
和
６
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
こ

と
が
地
方
自
治
体
の
義
務
と
な
り
、
医
療
専

門
職
が
配
置
さ
れ
、
高
齢
者
へ
の
「
お
達
者

で
す
か
訪
問
」
や
「
通
い
の
場
」
で
の
健
康

教
育
等
が
強
化
さ
れ
る
。

 

お
達
者
で
す
か
訪
問
事
業
と
は

 

過
去
１
年
間
に
検
診
、
医
療
、
介
護
の
実
績

の
な
い
人
に
個
別
訪
問
し
て
身
体
状
況
等
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

 

通
い
の
場
等
へ
の
積
極
的
関
与
に
つ
い
て

の
、
対
象
者
は

 

全
て
の
方
が
対
象
者
で
す
。
重
症
化
す
る
か

も
し
れ
な
い
方
も
含
め
様
々
な
場
所
の
「
通
い

の
場
」
に
出
向
き
、
様
々
な
方
に
健
康
教
育
を

実
施
し
ま
す
。

1
8
0
万
円

高
齢
者
の
健
康
長
寿
に

医
療
専
門
職
を
配
置

町
長
給
与
５
万
円
減

副
町
長
、
教
育
長
は
２
万
円

学
校
給
食
の
無
償
化
制
度
の

構
築
を
求
め
る
意
見
書

７
月
議
会
臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
24
日

10
月
議
会
臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
19
日

中
島
区
排
水
処
理
施
設
増
設
工
事

　
少
子
高
齢
化
、
自
然
災
害
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
な
ど
行
政
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

必
要
な
財
源
の
捻
出
が
将
来
的
な
課
題
と
な

る
こ
と
か
ら
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
特
別
職
の
給
料
等
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正
し
た
。

契
約
金
額　
　
　
　
　

7
千
5
9
0
万
円

契
約
相
手	
株
式
会
社　

北
都
組

工　
　

期　
　

 
令
和
６
年
３
月
２５
日
ま
で

○
財
産
の
購
入
契
約

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

概
要　
国
内
全
て
の
学
校
で
無
償
化
を
実
現
す
る

に
は
、
国
の
関
与
が
必
須
で
あ
る
。
国
が
主
体
と

な
っ
て
必
要
な
制
度
を
構
築
す
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。

こ
の
意
見
書
は
国
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
用
語
解
説

意
見
書
：
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
か
か
わ
る
事
柄
に
関

し
て
、
議
会
の
議
決
に
基
づ
き
、
議
会
と
し
て
の
意
見
や

希
望
を
意
見
書
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
、
国
会
、
関
係
行

政
庁
に
提
出
で
き
る
も
の
。

 

減
額
の
数
字
の
根
拠
や
意
味
は

 

報
酬
等
審
議
会
の
中
で
、
県
内
自
治
体
の

状
況
や
全
国
平
均
等
の
資
料
を
参
考
に
審
議

し
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
　
種

現
　
行

改  

正  

後

町     

長

83 

万 

円

78 

万 

円

副 

町 

長

65 

万 

円

63 

万 

円

教 

育 

長

59 

万 

円

57 

万 

円

施
行
期
日　
令
和
5
年
10
月
1
日

村田　信広 氏
（三反田）

今 

回 

増 

築 

箇 

所

既 

設 

処 

理 

場

12P 03P

研修会で学んで、実践⾏動へ
14P

既
設
処
理
場

監査委員に
村田氏を再任

通いの場通いの場

　
事 

業 

名　
　
川
北
町
立
小
中
学
校
電
子
黒
板
購
入
事
業

　
契
約
金
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
6
1
9
万
円

　
契
約
相
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社　
丸
菱

　
内　
　
容　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
子
黒
板　
62
台

　
事 

業 

名　
　
サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
整
備
事
業
改
築
工
事

　
契
約
金
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
億
３
千
3
3
0
万
円

　
契
約
相
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
柄
建
設　
株
式
会
社

補正予算

人　事

条例改正工事請負契約の締結

意 見 書
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NEXT

令
和
４
年
度 

決
算



地方交付税
11 億 3070 万円

27％

国・県交付金
6億5813万円

15％

町債（借入金）
4億8010万円

11％

交付金等
2億8621万円

7％

町税
13 億 3084 万円

31％

自
主
財
源

依
存
財
源

町債と基金の推移
（一般・特別会計）億 円

50.00

45.00

40.00

35.00

30.00

25.00

20.00

15.00
H30 R01 R02 R03 R04

多目的運動公園（仮称）整備事業及び木呂場・木呂場新町地区簡易水
道施設更新事業に合わせて約3.6億円の起債がされ、町債残高（借
金）は前年より約2億円増加した。

町債残高（借金） 基金（貯金）

24.03 24.00 23.02 22.23 22.83

45.13 44.69 45.79 46.99
49.00

町債と基金の推移
（一般・特別会計）億 円

50.00

45.00

40.00

35.00

30.00

25.00

20.00

15.00
H30 R01 R02 R03 R04

多目的運動公園（仮称）整備事業及び木呂場・木呂場新町地区簡易水
道施設更新事業に合わせて約3.6億円の起債がされ、町債残高（借
金）は前年より約2億円増加した。

町債残高（借金） 基金（貯金）

24.03 24.00 23.02 22.23 22.83

45.13 44.69 45.79 46.99
49.00

町財政を見る3つのポイント

H29 H30 R1 R2 R3 R4
0.622

0.650

財政力指数  0.568 【前年度比0.035低下】1
町の必要経費の内、どれくらいを自前の税収で賄えているのかを表す。
この数値が高いほど財政力が強い。

0.633 0.632 0.603
0.568

H29 H30 R1 R2 R3 R4
79.3

87.7

経常収支比率  84.3% 【前年度比5.3％向上】2
経常的経費が一般財源に占める割合で、低いほど弾力性がある。

85.7 85.1
89.6

84.3

H29 H30 R1 R2 R3 R4

9.0
9.6

実質公債費比率  8.0% 【前年度比1.0％向上】3

9.9 9.5
9.0 8.0

収入に対する借金返済費用の割合。高いほどほかの事業に充てる財源
を圧迫することになる。

町財政を見る3つのポイント

H29 H30 R1 R2 R3 R4
0.622

0.650

財政力指数  0.568 【前年度比0.035低下】1
町の必要経費の内、どれくらいを自前の税収で賄えているのかを表す。
この数値が高いほど財政力が強い。

0.633 0.632 0.603
0.568

H29 H30 R1 R2 R3 R4
79.3

87.7

経常収支比率  84.3% 【前年度比5.3％向上】2
経常的経費が一般財源に占める割合で、低いほど弾力性がある。

85.7 85.1
89.6

84.3

H29 H30 R1 R2 R3 R4

9.0
9.6

実質公債費比率  8.0% 【前年度比1.0％向上】3

9.9 9.5
9.0 8.0

収入に対する借金返済費用の割合。高いほどほかの事業に充てる財源
を圧迫することになる。

令和4年度決算　　　　財政は健全 決算認定

歳入
42億5195万円

町民税、固定資産税など
町民の皆さん及び法人か
ら納められた税金

地方消費税交付金、地方譲与税など

国や銀行から借りたお金

前年度繰越金及
び基金から繰り
入れたお金

分担金、寄附金、
使用料及び手数
料など

地方自治体の格差
をなくす為、国か
ら交付されたお金

繰越金、繰入金
7,576 万円

2％

使用料、諸収入等
2 億 9021 万円

7％

自主財源
町で集めたお金

依存財源
国・県・借入金に
よるお金

国・県からの
補助金など
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維持補修費
5644万円

1％

繰出金
1億5982万円

4％

積立金
6136万円

2％

貸付費
824万円

0％

人件費
9 億 1425 万円

22％

公債費
4 億 3816 万円

11％
普通建設事業費
6 億 5560 万円

16％

物件費
5 億 9603 万円

15％

補助費等
7 億 8950 万円

19％

扶助費
3億8633万円

10％

企業会計 （単位：千円）特別会計 （単位：千円）

※�資本的支出は、留保資金等
で補填

義
務
的
経
費

そ
の
他

投資的経費

会計区分 国民健康保険 簡易水道事業 農業集落
排水事業 介護保険事業 介護サービス

会計
後期高齢者

医療

歳入（A） 564,892 164,817 107,875 489,301 58,951 71,076

うち一般会計繰入金 24,231 1,309 18,990 75,000 26,000 14,286

うち基金取崩額 — — — — — —

うち町債 — 128,300 26,900 — — —

歳出（B） 549,845 162,551 103,777 478,542 56,687 70,066

差引（A-B） 15,047 2,266 4,098 10,759 2,264 1,010

工業用水道事業

収益的収入 38,326

収益的支出 36,017

経常利益 2,309

資本的収入 0

資本的支出 112,968

令和4年度決算　　　　財政は健全

歳出
40億6573万円

福祉の経費
18才以下と75才
以上の医療費補
助、出産祝い金、
障害者自立支援
給付など

町特別職、一般
職職員の給与・手
当・共済費など

義務的経費
支出が義務つけら
れた経費

投資的経費
社会資本の整備に要する経費

借入金の返済

一部事務組合等へ
の負担金や民間へ
の補助金など

特別会計への
繰り出し

消費的な支出
需用費、役務費、委託料など
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NEXT

議
員
は
コ
コ
を
問
う！



 

自
主
防
災
組
織
活
動
育
成
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
組
織
率
は
19
／
21
地
区

で
、
補
助
金
を
活
用
し
た
地
区
が
わ
ず

か
７
地
区
と
の
こ
と
。
組
織
率
を
高
め
、

も
っ
と
多
く
の
地
区
で
こ
の
補
助
金
が

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
す
べ
き
で
は
。

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
打
合
せ
は

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
避
難
訓
練

等
が
出
来
な
か
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
と
捉

え
て
い
ま
す
。

 

納
税
返
礼
品
と
し
て
の
空
き
家
管

理
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は
。

 

北
陸
電
力
送
配
電
㈱
が
、
空
き
家
の

外
観
確
認
等
の
調
査
を
行
な
い
、
寄
附

者
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
の
実
績
は
。

 

95
件
、
1
7
5
万
５
千
円
で
す
。

 

他
の
自
治
体
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
、
川
北
町
の
町
民
税
減
収
分
は
。

 

町
民
税
で
は
2
9
3
名
、
税
額
で

7
9
3
万
６
千
円
の
減
で
あ
り
、
交
付

税
で
そ
の
減
収
分
の
75
％
が
補
填
さ
れ

ま
す
。

 
県
と
共
同
の
事
業
で
移
住
支
援
金
支

給
事
業
の
活
用
が
無
か
っ
た
理
由
は
。

 

移
住
対
象
者
の
条
件
が
、
東
京
23
区

に
５
年
以
上
在
住
又
は
、
通
勤
し
て
い
た

方
と
な
っ
て
お
り
、
該
当
す
る
人
が
い
な

い
為
で
す
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
議
で
各

委
員
か
ら
の
質
疑
や
提
言
を
要
約

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

返
納
申
請
件
数
は
、
令
和
３
年
度
で

18
件
、
令
和
４
年
度
で
す
と
19
件
で
す
。

　
返
納
後
の
巡
回
バ
ス
と
か
タ
ク
シ
ー
券

利
用
状
況
等
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。

 

運
転
免
許
証
返
納
に
つ
い
て
、
実
績

と
返
納
後
の
町
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
施
策
は
。

275.6

-281.4
-371.2

-423.9
-563.0

-793.6

H30 R01 R02 R03 R04

169.6 269.6
175.5210.3

寄付額（万円） 町民税減収額（万円）
移
住
支
援
事
業
の
活
用
促
進
を

移
住
支
援
事
業
の
活
用
促
進
を

自
主
防
災
組
織
の
促
進
・
強
化

自
主
防
災
組
織
の
促
進
・
強
化

運
転
免
許
証
返
納
支
援

運
転
免
許
証
返
納
支
援

公
共
交
通
の
充
実
を

公
共
交
通
の
充
実
を

地
籍
調
査
の
促
進
を

地
籍
調
査
の
促
進
を

農
業
委
員
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は

農
業
委
員
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は

川
北
ま
つ
り
助
成
金
の
内
訳
は

川
北
ま
つ
り
助
成
金
の
内
訳
は

 

従
来
は
花
火
が
あ
っ
て
３
千
5

 
0
 0 

万
円
く
ら
い
、
令
和
４
年
度
は
花
火
が

キ
ャ
ン
セ
ル
で
３
千
１
５
０
万
円
だ
っ

た
。
そ
の
内
訳
は
。

 

開
催
前
日
に
花
火
大
会
の
中
止
が

決
定
さ
れ
た
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
費
用

（
花
火
製
作
・
会
場
準
備
・
花
火
解
体

等
）
が
発
生
し
北
國
新
聞
社
と
経
費
を
折

半
し
て
支
出
し
て
い
ま
す
。（
花
火
代
で

１
千
７
３
０
万
円
）

ふるさと納税　返礼品ふるさと納税　返礼品

橘区　自主防災訓練橘区　自主防災訓練

 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
人
数
が

7
7
1
名
増
加
し
た
と
い
う
理
由
は
。

 

一
般
路
線
バ
ス
の
四
十
万
線
の
川
北

温
泉
延
伸
分
が
、
７
７
１
名
分
が
増
加
し

た
も
の
で
、
最
終
が
令
和
４
年
度
か
ら 

午
後
８
時
着
と
早
く
な
っ
た
こ
と
が
増
加

の
一
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

農
業
委
員
会
の
業
務
効
率
化
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
。

 

令
和
５
年
７
月
の
農
業
委
員
改
選
後

か
ら
、
操
作
説
明
も
含
め
た
研
修
会
を
実

施
し
て
活
用
し
ま
す
。

 

地
籍
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

国
、
県
、
町
の
費
用
の
負
担
割
合
は
。

 

国
の
負
担
が
50
％
、
県
と
町
の
負
担

が
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
は
コ
コ
を
問
う
！

議
員
は
コ
コ
を
問
う

議
員
は
コ
コ
を
問
う
！！

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
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地
籍
調
査
の
計
画
で
は
、完
了
ま
で
、

ま
だ
40
年
余
り
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、

も
っ
と
早
く
完
了
で
き
な
い
も
の
か
。

 

地
籍
調
査
の
全
体
計
画
は
あ
る
も
の

の
、
国
の
予
算
が
つ
か
な
い
事
も
あ
り
ま

す
し
、
宅
地
の
境
界
を
決
め
る
に
は
、
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

 

木
呂
場
簡
易
水
道
管
路
布
設
替
え
工

事
に
関
連
し
て
、
地
区
負
担
金
は
。

 

事
業
費
の
１
割
を
、
工
事
終
了
後
に

一
括
し
て
納
付
し
て
も
ら
い
ま
す
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
動
支
援
事
業
委
託
料
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
は
。

 

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
各
学
校
に
月
２
回
入
っ
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
に
関
す
る
助
言
・
補
助
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
Ｔ
２
（
先
生
と
そ
の
補
助
）

の
形
で
入
っ
て
い
た
だ
き
、。
現
在
は
、

先
生
方
が
指
導
す
る
に
あ
た
り
、
学
校

で
の
利
活
用
の
仕
方
等
を
提
案
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

 

管
路
の
耐
震
化
状
況
は
。

 

木
呂
場
地
区
よ
り
水
道
管
路
の
耐
震

化
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

古
い
管
路
か
ら
順
番
に
改
修
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
財
源
は
、
町

債
（
借
金
）
し
か
な
い
の
か
。

 

財
源
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

補
助
金
が
な
い
の
と
水
道
料
金
値
上
げ

だ
け
で
は
、
工
事
費
は
賄
え
な
い
の
で
、

現
在
は
町
債
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

水
道
と
下
水
の
基
金
と
公
債
残
高
は
。

 
簡
易
水
道
事
業
は
、
基
金
の
現
在

高
が
５
千
4
0
8
万
１
千
円
、
地
方
債
の

現
在
高
が
、２
億
９
千
2
4
0
万
円
で
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
基
金
の
現
在

高
が
６
千
1
0
9
万
７
千
円
、
地
方
債
の

現
在
高
が
、２
億
２
千
2
7
1
万
円
で
す
。

 

１
千
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
負
担
増
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
を
無
償
化
す
る
と
6
5
0
万
円
ほ

ど
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

簡
易
水
道
老
朽
化
対
策
の
財
源
は

簡
易
水
道
老
朽
化
対
策
の
財
源
は

保
育
の
完
全
無
償
化
は

保
育
の
完
全
無
償
化
は

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
動
支
援
事
業

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
動
支
援
事
業

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

中島保育所中島保育所

わくわくチャレンジ教室わくわくチャレンジ教室

地籍調査地籍調査

 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

く
基
本
計
画
を
作
成
さ
れ
た
が
、
実
際

に
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
役
に
た
つ

も
の
な
の
か
。

 

応
急
処
置
を
繰
り
返
す
よ
り
も
支
障

が
出
る
前
に
修
繕
す
る
方
法
で
長
寿
命

化
が
図
れ
る
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で

あ
り
、
お
金
の
無
駄
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

 

保
育
所
費
約
３
億
３
千
８
０
０
万

円
の
財
源
に
つ
い
て
、
①
0
～
2
歳
児

ま
で
の
保
育
料
約
１
千
５
０
０
万
円
、

②
国
か
ら
の
収
入
、
③
一
般
財
源
で
賄

わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
内
訳
は
。

 

保
育
料
の
内
訳
は
、
0
～
2
歳
ま

で
の
保
育
料
と
第
３
子
以
降
の
保
育
料

無
償
分
を
除
い
た
額
に
な
り
ま
す
。
保

育
所
運
営
費
の
国
か
ら
の
収
入
に
関
し

て
は
、
交
付
税
算
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
明
確
な
金
額
は
、
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。

 

も
し
川
北
町
で
0
～
2
歳
児
ま
で

の
保
育
料
を
無
償
化
し
た
場
合
に
は
、

ど
れ
ほ
ど
の
負
担
が
増
え
る
の
か
。
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NEXT

町
政
を
問
う
！



問答

福
祉
課
長

老
人
ク
ラ
ブ
を
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ

町
が
考
え
る
こ
と
で
は
な
い

問

答

バリアフリーの新図書館を

 

現
在
の
図
書
館
は
、
健
常

者
が
対
象
の
施
設
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
駐
車
場
か
ら
玄
関
ま
で

の
距
離
が
近
く
、
平
坦
な
道
で

あ
る
こ
と
等
、
誰
も
が
気
軽
に

入
れ
る
図
書
館
が
、
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
新
図
書
館
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
町
当
局
の
考
え
は
。

 

現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

加
入
年
齢
が
、
60
歳
か
ら
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
65
歳

ま
で
働
く
こ
と
が
主
流
に
な
っ

て
い
る
。
又
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

「
老
人
」
と
い
う
言
葉
に
、
抵

抗
感
を
持
つ
人
も
い
る
。

　
そ
こ
で
、
段
階
的
に
、
対
象

年
齢
を
65
歳
以
上
に
引
上
げ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
変
更
し
て
は
ど
う

か
。

 

町
立
図
書
館
は
、
ふ
れ
あ
い

健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
に
設
置
さ

れ
、
町
民
が
集
ま
り
や
す
い
場
所

 

現
在
、
町
内
に
老
人
ク
ラ
ブ
は

17
団
体
で
、内
、８
団
体
は
老
人
会
、

９
団
体
に
つ
い
て
は
独
自
の
名
称

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
は
、
17
市
町
が

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
、
２
町
の

み
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
名
称

に
な
っ
て
い
る
他
、
国
、
県
に
お

い
て
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

名
称
と
し
、
い
ず
れ
も
加
入
年
齢

山村秀俊 議員

新図書館建設の構想はない教育課長

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

新
た
に
図
書
館
を
建
設
す
る
構
想

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
図
書
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
引
続
き

検
討
し
ま
す
。

は
60
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、雇
用
年
齢
の
延
長
に
よ
っ

て
65
歳
以
上
の
方
が
就
労
し
て
い

る
社
会
構
造
を
見
る
と
、
老
人
の

名
称
に
抵
抗
を
感
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
任
意
の
団
体

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
が
名
称
や

加
入
年
齢
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

この階段を上がらないと図書館へは行けないこの階段を上がらないと図書館へは行けない

趣味を楽しむシニア世代趣味を楽しむシニア世代

町
政
を
問
う
！

町
政
町
政
をを
問
う
問
う
！！

99
月
議
会
定
例
会

月
議
会
定
例
会

一
般
質
問

一
般
質
問
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答

総
務
課
長

危
険
運
転
防
止
策
は

注
意
喚
起
と
周
知
に
努
め
る

 
国
が
施
策
と
し
て
進
め
て

お
り
ま
す
ス
マ
ー
ト
農
業
と

は
、
農
業
経
営
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
農
業
労
働
力
不
足
を

補
う
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
、
超
省
力
化
・
高
品
質

生
産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業

を
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
川
北
町
の
農
業
の
安
定
的
継

続
の
為
、
今
後
、
町
と
し
て
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
等
に
つ
い
て

助
成
等
必
要
施
策
を
考
え
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
当

局
の
考
え
は
。

 

近
年
、
各
集
落
周
り
に
住

宅
が
造
成
さ
れ
、
小
さ
な
子
供

も
増
え
て
お
り
、
大
変
、
喜
ば

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
集

落
周
辺
の
交
差
点
に
お
い
て
は
、

通
勤
者
が
信
号
を
避
け
て
集
落

内
や
狭
い
農
道
を
疾
走
す
る
の

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
ら

は
危
険
運
転
と
も
い
え
る
運
転

マ
ナ
ー
に
欠
け
る
行
為
で
あ
り
、

事
故
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
す
。
万
全
を

期
し
て
町
と
し
て
管
内
の
企
業

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て

頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
当

局
の
考
え
は
。

 

川
北
町
で
は
、
農
業
経
営
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
そ
し
て
、

経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
担

い
手
農
家
や
農
業
法
人
へ
の
農
地

集
積
・
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
近
年
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化

や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
ス
マ
ー

ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
が
、
国
を

挙
げ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

コ
ス
ト
は
高
額
で
あ
り
、
小
規
模

な
農
家
で
は
導
入
し
て
も
、
そ
の

効
果
に
見
合
わ
な
い
こ
と
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
を
農
業
経
営
に
活
か

せ
る
人
材
不
足
な
ど
大
き
な
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
、
誰
も
が

取
り
組
み
や
す
い
農
業
経
営
を
行

う
た
め
、
農
業
経
営
者
の
ご
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 

町
で
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、

通
学
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
設
置

に
よ
る
、
集
落
内
で
の
車
の
減
速
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
交
通
安
全
協
会
や
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
な
ど
、
関
係
団
体

の
皆
様
と
も
連
携
を
図
り
、
町
民
や

町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
々

に
対
し
、
防
災
行
政
無
線
や
広
報
、

チ
ラ
シ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
媒
体

を
活
用
し
な
が
ら
、
注
意
喚
起
と
周

知
に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

林　幸雄 議員

問

答

スマート農業の必要施策は
支援策を検討する町　長

問
参考
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問

答

国際交流の成果と今後は

 
今
回
の
国
際
交
流
を
終
え

て
、
参
加
し
た
生
徒
に
は
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
の
か
、

ま
た
、
こ
の
国
際
交
流
で
ど
の

よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
を

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
ご
縁
で

つ
な
が
り
を
持
て
た
こ
の
国
際

交
流
を
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

 

町
の
施
策
と
し
て
川
北
町
奨

学
金
返
済
支
援
事
業
が
創
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
が
、
川
北
町
へ
の

移
住
、
定
住
促
進
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
非
常
に
有
効
な

施
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
他

市
町
で
の
取
組
み
状
況
は
ど
う

な
の
か
、
ま
た
、
支
援
の
質
や

量
的
に
は
十
分
な
の
か
、
そ
し

て
、
本
町
の
現
在
の
事
業
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

県
内
の
他
の
市
町
で
の
取
り
組

み
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
内
容

や
条
件
は
異
な
る
も
の
の
、
12
市

町
で
定
住
や
人
材
確
保
に
向
け
た

事
業
を
実
施
し
、
ま
た
川
北
町
同

様
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
で
す
が
、
新
年
度

早
々
よ
り
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

８
月
末
時
点
で
11
件
の
申
請
を
受

け
、
内
10
件
の
交
付
決
定
を
し
て

い
ま
す
。

　

申
請
者
11
件
の
内
訳
を
申
し
ま

す
と
、
町
内
企
業
勤
務
が
２
件
、

残
り
９
件
が
金
沢
市
な
ど
町
外
企

業
勤
務
で
、
年
間
の
支
援
額
は
一

人
当
た
り
４
万
円
か
ら
10
万
円
と

い
う
状
況
で
す
。

山田勝裕 議員

毎年 夏の派遣を継続したい

問答
奨
学
金
返
済
支
援
事

業
の
進
捗
状
況
は

10
件
の
交
付
を
決
定

 ○�

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ど
こ

に
い
て
も
英
語
に
触
れ
て
い
る

の
で
、
英
語
が
自
然
と
口
か
ら

出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

○�

す
べ
て
が
日
本
と
大
き
く
異
な

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
受
け

た
刺
激
は
、
世
界
的
な
視
野
を

広
げ
、
大
き
く
成
長
し
た
こ
と

教
育
課
長

副 町 長

○�

多
く
の
未
知
の
体
験
を
し
た
こ

と
で
、
外
に
出
る
勇
気
や
、
乗

り
越
え
る
力
が
得
ら
れ
た
こ
と

　

こ
の
三
つ
が
今
回
の
大
き
な
成

果
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
ア
ワ
タ
プ
・

カ
レ
ッ
ジ
と
国
際
大
学
I
P
U

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
来
年

以
降
の
受
入
れ
も
快
く
引
き
受
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
今
後
も
、

毎
年
夏
の
派
遣
を
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ホストファミリーとアワタプカレッジにてホストファミリーとアワタプカレッジにて

ホストファミリーとEsplanade公園にてホストファミリーとEsplanade公園にて
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既存のモニュメント既存のモニュメント

要介護者の避難要介護者の避難

問答

町
　
長

町
行
政
に
よ
る
地
区
防
災
計
画
の
策
定
支
援
は

早
期
策
定
を
支
援
し
た
い

 

来
春
、
３
月
16
日
に
開
業

予
定
で
あ
る
金
沢
～
敦
賀
間
の

北
陸
新
幹
線
開
通
に
合
わ
せ
、

関
西
圏
か
ら
の
誘
客
等
の
ア
ク

セ
ス
の
向
上
に
は
、
先
ず
、
川

北
町
の
所
在
地
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

新
幹
線
の
車
窓
か
ら
の
眺
望

性
、
そ
し
て
県
外
車
の
車
両
交

通
量
が
圧
倒
的
に
多
い
、
国
道

８
号
線
沿
い
交
差
点
付
近
に
町

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
す
れ

ば
、
Ｐ
Ｒ
効
果
は
高
い
と
考
え

る
が
、
町
当
局
の
考
え
は
。

 

８
月
の
新
聞
記
事
に
お
い

て
、
川
北
町
を
始
め
い
く
つ
か

の
市
町
が
地
区
防
災
計
画
の
策

定
ゼ
ロ
で
、
取
り
組
み
に
濃
淡

有
り
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

地
区
防
災
計
画
の
策
定
は
、

各
区
で
は
自
主
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
名
称
で
策
定
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
に
は
欠
か

せ
な
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
策
定
対
象
の
21
地

区
の
進
捗
状
況
の
把
握
、
ま
た

未
実
施
地
区
に
お
い
て
は
、
町

側
に
よ
る
早
期
の
策
定
支
援
や

指
導
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

 

現
在
、
本
町
に
設
置
さ
れ
て

い
る
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

３
基
設
置
さ
れ
、
高
さ
は
何
れ
も

12
ｍ
。
設
置
費
は
、
１
基
あ
た
り

２
千
万
円
程
度
で
す
。

 

現
在
、
川
北
町
に
は
、
19
地
区

に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
13
組
織
で
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
が
自
発
的
に
行
う
防
災
活
動

に
関
す
る
計
画
で
あ
り
、
13
地
区
で

中村勝巳 議員

問

答 土木課長

町モニュメントの設置は
設置は考えていない

　

そ
こ
で
、
国
道
８
号
線
沿
い
に

新
幹
線
の
車
窓
か
ら
も
見
え
る
よ

う
、
新
た
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置
し
て
は
と
の
お
尋
ね
で
す
が
、

こ
の
エ
リ
ア
は
い
し
か
わ
景
観
総

合
条
例
に
基
づ
く
、
屋
外
広
告
物

規
制
区
域
の
第
１
種
区
域
と
な
っ

て
お
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
屋
外

広
告
物
に
該
当
し
、
高
さ
７
ｍ
以

下
、
面
積
15
㎡
以
内
と
い
う
制
限

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、同
規
模
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
設
置
は
出
来
ず
、
多
額
の

工
事
費
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
設

置
は
考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
北
陸
新
幹
線

県
内
全
線
開
業
等
を
控
え
、
川
北

町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
情
報
発
信
が
、益
々

重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
関
係
機
関
や
団
体
と
も
連
携

を
図
り
、
町
の
魅
力
発
信
に
資
す

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

作
成
さ
れ
て
い
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
、
地
区
防
災
計
画
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
各
地
区
の
状
況
把
握
に
努

め
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
、
計

画
作
成
に
係
る
資
料
や
事
例
な
ど
の

情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
、
随
時
行

う
と
と
も
に
、
各
地
区
を
対
象
と
し

た
研
修
会
も
開
催
し
、
早
期
策
定
を

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
が
未
結
成
の
地
区
に

は
、
地
区
事
情
も
考
慮
し
、
引
き
続

き
呼
び
掛
け
を
行
う
な
ど
、
組
織
化

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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町税の減収は、企業からの固定町税の減収は、企業からの固定
資産税の減収が大きな要因です。資産税の減収が大きな要因です。

20.3

H21 R01 R02

14.5 14.0
12.7

R03

13.3

R04

町税の推移町税の推移
（単位 ： 億円）（単位 ： 億円）

問

答

サンフィールド川北周辺道路の安全対策を

 

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
川
北
の

周
辺
道
路
は
、
地
域
住
民
の
生

活
通
路
や
小
・
中
学
生
の
通
学

路
に
も
な
っ
て
お
り
、
万
全
の

交
通
安
全
対
策
が
、
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
夜
間
の
防
犯
対
策
の

た
め
の
夜
間
照
明
施
設
の
設
置

も
必
要
で
あ
る
が
、
町
当
局
の

考
え
は
。

 

近
年
の
町
税
は
、
減
少
方

向
で
、
新
た
に
進
出
し
た
誘
致

企
業
か
ら
の
税
収
入
も
楽
観
で

き
な
い
。

　

町
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
川
北
の
管
理

運
営
費
等
の
他
、
将
来
の
為
の

新
た
な
施
策
に
対
す
る
財
源
確

保
の
た
め
に
は
、
既
存
の
町
事

業
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
見

直
し
が
必
要
で
な
い
か
。

 

安
全
対
策
と
し
て
、
交
差
点

周
辺
に
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
路
面

標
示
及
び
カ
ラ
ー
舗
装
を
設
置
し
、

園
内
に
は
、
８
台
の
監
視
カ
メ
ラ

も
設
置
し
ま
す
。

　

防
犯
灯
設
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
重
々
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

水
稲
の
生
育
に
影
響
が
出
る
こ
と

 

今
後
、
本
町
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
状
況

に
あ
る
中
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
等
の
費
用
の
捻
出
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
新
た

な
施
策
に
取
り
組
む
財
源
の
確
保

も
、
大
き
な
課
題
で
す
。

　

引
き
続
き
、
い
き
い
き
地
域
づ

く
り
事
業
や
納
期
前
納
付
報
奨
金

制
度
な
ど
既
存
事
業
の
見
直
し
や

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
負
担

を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
の
増
加
な
ど
、
歳
入
の
確
保
に

も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

窪田　博 議員

関係機関と連携を図り整備を進める

問答
財
政
難
、事
業
の
見
直
し
を

既
存
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る

町
　
長

土木課長

も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
の

地
権
者
及
び
耕
作
者
の
方
と
の
合

意
形
成
を
図
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
り
、
地
元
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
補
助
事
業
と
し
て
国
の

採
択
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
要
望
を

重
ね
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

防犯灯の設置が求められている防犯灯の設置が求められている
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川北小学校　玄関川北小学校　玄関

出席数で ボスをたおせ！出席数で ボスをたおせ！

問答

総
務
課
長

生
成
A
I
の
活
用
は

段
階
を
追
っ
て
検
討
す
る

 

今
後
、
行
政
運
営
・
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
し
て

い
く
つ
も
り
な
の
か
。

 

今
後
の
我
が
町
の
行
政
に

お
け
る
生
成
A
I
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
行
政
と
し
て
ど
う

活
用
し
て
い
く
の
か
？
ま
た
、

教
育
現
場
に
お
い
て
の
活
用
や

児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
課
題
は

ど
う
な
の
か
。

 
今
年
度
、
小
中
学
校
へ
の
電
子

黒
板
の
導
入
の
ほ
か
、
勤
怠
管
理

シ
ス
テ
ム
や
水
道
施
設
の
ク
ラ
ウ

ド
型
監
視
シ
ス
テ
ム
、
税
収
納
の

電
子
化
対
応
業
務
な
ど
の
事
業
を

予
算
化
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
導
入
に
は
、
導
入
経
費
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
多
額
の
経
費

が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果

な
ど
を
勘
案
し
、
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
課
題
の
解
決
や
事

 

本
町
で
は
、
県
が
主
催
す
る
生

成
A
I
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
職

員
が
参
加
し
、
生
成
A
I
の
基
礎

や
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間
で

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
業
務
の
効
率
化
、
負
担

の
軽
減
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
利

活
用
に
向
け
て
、
さ
ら
に
検
討
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
取
り
扱
い
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
や
、
職
員
に
対
す
る
研
修

な
ど
、
適
切
な
利
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
も
、
同
時
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
も
考
え
て

井波秀俊 議員

問

答 町　長

行政におけるデジタル活用は
優先的に取り組むべき内容を検討する

務
の
効
率
化
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
つ
い
て
、
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
地
域
課
題
の
整
理
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
に
お
け
る
好
事
例

や
、
導
入
・
費
用
コ
ス
ト
、
そ
の

効
果
、
専
門
家
か
ら
の
具
体
的
な

提
案
な
ど
を
参
考
に
、
県
や
他
市

町
と
の
連
携
の
も
と
、
町
と
し
て

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
内
容
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

い
ま
す
。

　

一
方
、
教
育
現
場
で
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

生
成
A
I
と
の
共
存
が
避
け
て
通

れ
な
い
社
会
を
生
き
て
い
く
こ
と

も
事
実
で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
今
後
の
社
会
の

動
向
を
見
定
め
な
が
ら
、
授
業
や

校
務
支
援
で
の
利
活
用
を
段
階
を

追
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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議
会
活
動
（
視
察
研
修
会
ほ
か
）
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研修会で学んで、実践⾏動へ
14P

既
設
処
理
場

研修会で学んで、実践行動へ研修会で学んで、実践行動へ

（
視
察
研
修
会
ほ
か
）

会
議

活
動

 

議
会
改
革
す
す
め
て
い
ま
す
！

８
月
４
日
に
石
川
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
当
議
会
よ
り
議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
編

集
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
こ
の
よ
う

な
研
修
会
で
学
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
関

心
を
持
っ
て
、
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
、

分
か
り
易
い
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
づ
く

り
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
議
会
や
議
員
は

何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
開
か
れ
た
議

会
を
め
ざ
し
て
、
情
報
発
信
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
為

に
は
、
町
民
の
意
見
を
聴
き
、
紙
面
に

町
民
登
場
を
図
る
、
提
出
議
案
の
決
定

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
深
堀
り
掲
載
な
ど

が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
聞
い
て

来
た
だ
け
に
終
わ
ら
せ
な
い
で
、
行
動

に
移
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
長　
宮
崎　
稔

町
議
会
で
は
、
如
何
に
町
民
の
声
を

行
政
に
届
け
る
か
？
如
何
に
町
民
に
行

政
の
動
き
を
分
か
り
易
く
お
伝
え
で
き

る
か
？
と
、
毎
年
検
討
し
改
善
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
可
能
な
限
り
改
革
案

を
実
施
し
、
今
後
広
報
で
も
報
告
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議
会
改
革
推
進
委
員
長　
井
波
秀
俊

�　議会運営でのデジタル活用に向け
て、先ずは議会資料等のペーパーレ
スを進めます。

１．ペーパーレスを進めます

　町民の声を行政に届けるべく、ま
た、行政町議会の動きを伝えるため、
各種団体、地区、町民との意見交換
会を実施します。

２．みんなの声を聴きます

　各委員会で通常の議会提出議案以
外の所管および町内、議会での課題
などを洗いだし、議会内はもとより、
行政を含めて議論の場をつくり、課
題解決を実現します。

３．熱く議論します

議会改革本年度重点策

 

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

パソコンを活用した編集委員会パソコンを活用した編集委員会
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野球競技野球競技 開会式開会式

様々なスマート農業機械様々なスマート農業機械

石
川
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

川
北
町
選
手
を
応
援
！

８
月
５
日
、
か
ほ
く
市
を
主
会
場
と

し
て
石
川
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
夏
季

大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

河
北
台
中
学
校
で
の
開
会
式
終
了
後
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
各
種
目

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
川
北
町
選
手
へ
の

激
励
と
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

酷
暑
の
中
、
各
種
目
会
場
で
は
熱
戦

が
展
開
さ
れ
、
委
員
の
応
援
に
も
力
が

入
り
ま
し
た
。

選
手
・
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
関
係
者
、
ま
た
、

お
世
話
い
た
だ
い
た
大
会
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
暑
い
中
、
大
変
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
長　
山
田
勝
裕

７
月
31
日
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会

で
は
、
富
山
県
農
林
業
水
産
公
社
ス
マ
ー

ト
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
に
て
視
察
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
該
普
及
セ
ン
タ
ー
は
、
近
年
の
農

業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
等

か
ら
、
更
な
る
農
業
の
省
力
化
を
求
め

る
先
進
的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
、

担
い
手
農
家
及
び
営
農
組
織
施
設
を
対

象
に
、
技
術
の
普
及
と
習
得
の
た
め
研

修
を
実
施
し
て
い
る
施
設
で
す
。

そ
の
中
で
、
人
が
乗
ら
ず
に
作
業
が

可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
直
進

田
植
機
の
概
要
や
、
収
穫
と
同
時
に
収

量
や
食
味
を
計
測
す
る
コ
ン
バ
イ
ン
の

概
要
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
の
超
省
力
化
・
高
品
質
生
産
や

農
薬
等
を
効
率
的
に
散
布
す
る
農
業
用

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

各
委
員
か
ら
も
様
々
な
視
点
か
ら
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
、
当
町
の
農
業
経
営
者

に
も
、
先
進
的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
学
ん
で
い
た
だ
く
公
的
な
研
修
施
設

が
県
内
の
身
近
な
場
所
に
あ
れ
ば
と
痛

感
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
長　
窪
田　
博

 
ス
マ
ー
ト
農
業
を
視
察
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み
ん
な
の
広
場
な
ど



　
本
年
４
月
の
議
会
改
選
か

ら
、
早
や
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
回
、
初
当
選
し
た
新

人
議
員
の
方
々
も
少
し
ず
つ

議
会
に
慣
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。

　

３
人
の
新
人
議
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か

し
て
、
新
し
い
発
想
と
視
点

で
日
夜
、
町
づ
く
り
・
議
会

と
行
政
の
活
性
化
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
も
新
し
い
発
想
で
少

し
ず
つ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
読

み
や
す
い
も
の
に
す
べ
く
、

今
後
も
改
善
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。井

波　
秀
俊　
記

SUONO（スオーノ）  司会業

取材者：山先　謙二郎

お問い合わせは、川北町議会事務局まで
直通（ダイヤルイン） ☎076（277）1109

議会一般質問を
YouTube で配信中

編
集
後
記

〒923-1295 石川県能美郡川北町字壱ツ屋174番地　☎︎076（277）1109
責任者／議長 西田　時雄
編　集／議会広報編集特別委員会

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆
　
次
回
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�自己紹介をお願いします！
　５月に開業しました。
　各種イベント・ブライダル・式典・講演会等の司会・
CMナレーション・CM出演・レポーター・話し方・面
接指導の講師をしております。
　大切なシーンがより感動的に心に残るものになるよ
う努めています。

●川北町への意見や要望はありますか？
　川北町は、教育・福祉ともに充実した世代を問わな
い大変住み良い町だと思います。
　昨年から保育所で取り組まれている「わくわくチャ
レンジ」は、楽しく運動能力が身につく体育指導であり、
私の子供も毎月とても楽しみにしています。
　外部講師により子供達は色々な学びや刺激を受け、
また多岐にわたる業務をこなされている保育士さんの
負担の軽減にも繋がるのかと思われます。

　これからも、子供達のために積極的な取り組みをし
ていただきたいと思います。
　また、私たち保護者も協力してより一層魅力的な川
北町にしていきたいです。

●川北町議会へ一言、お願いします！
　川北町の魅力を発信する為、私がこれまで培ってき
た表現力を活かし議会と共に実現したいイベントがあ
ります。
　町のお店や企業が出店するマルシェ・フリーマーケッ
トやワークショップのブースと手取亢龍太鼓・ダンス等
を披露するステージを融合したイベントです。
(私はステージを盛り上げる事を得意としております！)
　またSDGsのイベントも思い描いています。
　子供達の環境への意識が高まる事を目的とした手取
川の石を使うストーンペイント等、自然素材を使ったワー
クショップ。地産地消を目的とした町の特産品の販売
等です。
　地域活性化のため、少しでもお力になれたら嬉しい
です。宜しくお願いいたします。

●取材後記
　区民運動会の司会を開始５分前に急遽お願いした
ところ、快く笑顔で受けて頂き「皆さーん！こんにち
はー！！」と元気な第一声で区民は大注目。とても聞き
やすく、アドリブ全開で運動会のレベルが上がったと
大好評でした。
　司会業は一見、華やかなようで実は、責任が重く裏
側ではとても地道な努力をされていることかと思います。
　彩加さんの元気な声で、川北町を議会ともども一緒
に盛り上げていきましょう！

吉
よしおか

岡　彩
あ や か

加 さん（中島）

みんなの広場
ズームイン ！ズームイン ！　　川北で頑張っている人川北で頑張っている人
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